
 

令和５年度入試用   数学科   入試問題解説資料 

 

１．出題形式・解答方法 

・ 小問数は 20問、試験時間は 50分、100点満点。 

・ 基本～標準的な問題が８割以上を占めるが、やや難しい問題もある。 

・ 解答は全てマーク方式で、□に当てはまる数字（０～９）を１つずつマークする。 

・ 分数で解答する場合、既約分数（それ以上約分できない分数）で答える。 

・ マーク欄の数より少ない桁数の数字が答えになることはない。 

（例えば、３つ連続したマーク欄があれば、３桁の数字が入る。） 

 

２．出題内容 （単願・併願 A・B共通） 

 

最近の傾向としては、３～５ では「会話文」「証明」「計算過程」の穴埋め問題がよく出題 

されています。（右は実際の出題例） 

令和５年度入試でもその傾向は続くため、過去問で形式に慣れておくとよいでしょう。 

１ 計算問題 

(1)正負の計算    (2)根号を含む式の計算   (3)文字式の計算  

(4)因数分解      （５）２次方程式          （６）連立方程式      

６問  

２ 文章題 

（１）（２）式の値  方程式  整数    など 

（３）速さ     （４）濃度     (5)確率    (6)図形    

６問   

３ 平面図形  

角度  辺の長さ  面積  比  など 

2問   

４ 空間図形 

角度  辺の長さ  表面積  体積  など 

3問   

５ 関数  

関数の式  交点の座標  線分の長さ  比  面積  体積  など 

3問   



出題例．令和３年度 併願入試 A 

 

 

本問を含め、東京出版「高校への数学」の演習ページに、本校入試問題から複数の問題が掲載 

されています。 

 

３．高得点をとるための戦略  

 

・ １ の計算問題を速く・正確に解き、確実に点数を稼ぐ。                

・ ２ で時間をかけすぎないように、速く解けそうな問題を見極める。 

・ ３～５ ではそれぞれ前半の小問を確実に解き、完答できそうな問題に時間をかける。 

  難しければ、 ２ でやり残した問題に戻る。 

 

 

入試本番では、時間配分がかなり重要になります。後半の問題の解答時間を十分とれるように、 

過去問演習の際は時間配分を強く意識してください。 

 

ただし、普段の数学の勉強で最も大事なことは、納得するまでとことん考え抜くことです。 

答えや解法の暗記のみに終始せず、自分の頭で考えることを大切にしてください。 


